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教職員・幼児児童生徒・保護者を応援します！ 
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６月から１１月の期間、県内１４会場に

おいて「就学や教育に関する相談会」を実施

します。昨年度の相談会では３３３件の相談

があり、半数近くが「就学に関すること」、

続いて「ことばや学習の遅れ、発達全体に関

すること」、「集団行動、性格、行動面等に関

すること」の相談内容が多くありました。 

就学に当たっては、保護者の方が、より早

い時期から就学に関する情報を収集すること

が大切です。この相談会をきっかけに、就学

に向けた具体的な対応につながることを期待

しています。 

 

 

 

 

 

 開催日程や会場等については、各市

町村教育委員会、各特別支援学校等の

関係機関にポスターやチラシ等でお知

らせしているほか、秋田県教育庁特別

支援教育課のホームページに掲載して

います。また、「就学相談のためのガイ

ド」や「早期からの就学や教育に関す

る相談等のご案内」のリーフレットも

ホームページに掲載していますので、

ご活用ください。 
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ウェルカムカード 

 

 地域と共に 今までも そしてこれからも 

                      県立大曲支援学校 
 
 大仙市では４月２４日（月）から４月２９日（土）までの一週間、国際花火シンポジウム

が開催され、世界各国の花火関係者が大仙市に集まりました。花火の街に位置する本校では、

私たちにできるおもてなしの方法を考え、昨年度から準

備を進めてきました。 

 小学部では毎年、地域の方々に配付するために手作り

カレンダーを１００部制作していますが、その学習で培

ったものづくりの力を生かしたいと考えました。そこで、

ウェルカムカードのプレゼントを主催者側に提案した

ところ、４００部の制作依頼を受けました。黒い画用紙

にステンシルで花火の模様付けをし、和紙の台紙に曲が

らないように貼り付けをしました。また、寄宿舎生徒が

余暇時間に折った折り鶴も丁寧に貼り付けました。各学級５０部ずつ、

全て手作業で根気強く制作しました。代表児童が完成したカードを商

工会議所に届けた際には、たくさんの新聞社やテレビ局の方々から取

材を受けました。関係者の皆さんから「きれいに作りましたね」「上手

ですね」「ありがとう」などたくさんの褒め言葉をいただき、達成感や

満足感で皆、笑顔になりました。 

 大会前の４月２３日（日）にはプレイベントが開かれ、高等部３年生が太鼓演奏を披露し、

イベントの盛り上げに一役買いました。また、中学部生徒を中心に、会場のクリーンアップ

を３回計画、実施しました。大会期間中は連日多くの花火が打ち上げられ、花火の殻も多く

落ちていました。４月２８日(金)は小学部、高等部の児童生徒も手伝い、３０リットルの袋

で２７袋分のゴミを集めました。気持ちよく花火を楽しんでいただくために皆で力を合わせ

ました。 

 地域のために自分たちでできることを考える、地域の一員として自分の役割を果たそうと

する、誰かのために役立ったと実感するなど、地域の中での学びから得る経験を成長につな

げ、「瞳かがやき、笑顔あふれる学校」をつくっていきたいと考えています。 

（小学部主事 酒井 世津子） 
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